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第８期姫路市介護保険事業計画
（令和３～５年度）

【基本目標】
認知症とともに暮らす地域の実現

【重点事項】
・認知症にやさしい地域づくり
・認知症になるのを遅らせるための取組
・認知症になっても

地域で暮らし続けるための取組



普
及
啓
発

地域づくり

参加の場づくりと運営支援
（認知症サロン）

認知症初期集中
支援事業

在宅医療・介護
連携推進事業

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
等

成年後見制度の
利用

地域見守り体制の
整備

支
え
あ
い
会
議

認知症カフェ（認知症疾患医療センター）

認知症ケアパス（ガイドライン）

市政出前講座

認知症サポーター
養成講座

地域包括支援センター
（認知症相談センター）

適
切
な
医
療
・
介
護
の
提
供

認知症の方に
やさしい事業所

相談・家族支援

見守り

認知症高齢者等見守り・SOSネットワーク事業

姫路市 認知症施策全体図



認知症サロン

【開始】 平成26年7月

【位置づけ】

認知症の人と家族が地域住民とともに過ごせる継続的な通いの場

【目的】

(１) 認知症への理解の促進

(２) 高齢者の地域での孤立防止

(３) 認知症（MCI）の早期発見・進行予防

【課題】

地域包括支援センターが立ち上げ及び運営の支援を行っているが、

常駐の専門職が確保できていない。

⇒専門職常駐の認知症カフェの創設を検討



認知症カフェ（オレンジカフェ）

【目的】
認知症の人及びその家族が気軽に集い、悩みを共有し合いながら専門職（社会福祉士、
精神保健福祉士、保健師、看護師、作業療法士等）に相談できる集いの場を整備し、認知
症の人を介護する家族の負担軽減を図ることにより、認知症の人が住みなれた地域で安
心してその人らしい生活を継続できる地域づくりに資すること

【内容】
(1) 利用者相互の交流や情報交換
(2) 認知症に関する相談
(3) 認知症の学びにつながる勉強会（講演・講話等）

【対象者】 市内に住所を有する認知症の人及び介護者家族等の参加希望者

【回数】 月1回

【定員】 １回当たり30人以下

【時間】 １回当たり１時間30分



認知症カフェの創設に向けて（認知症サロンとの違い）

事業 認知症カフェ 認知症サロン

対象者
市内在住の認知症と診断された人
とその家族

地域住民
（認知症であるか否かは問わない）

目的
医療系専門職による相談・助言
家族同士の交流を目的としたピア
活動

認知症への理解の促進
高齢者の地域での孤立防止
認知症（MCI）の早期発見・進行予防

開催場所
認知症疾患医療センター内
令和５年度１か所設置

地域の公民館等
Ｒ５年１月末現在 ９５か所

配置人員
社会福祉士・精神保健福祉士・保
健師・看護師・作業療法士等の専
門職1名以上

認知症サポーター

内容
治療や介護に関する相談会
レクリエーション
茶話会

レクリエーション
茶話会

地域包括支援
センターの役割

必要時の連携
周知・啓発

立ち上げ支援
運営支援

⇒既存の認知症サロンとの違いを整理し、令和５年度、姫路中央病院認知症疾患
医療センターに認知症カフェを創設



広報ひめじ

掲載記事



リビング姫路

掲載記事

※ 拡大版は次ページ
にあります。





認知症カフェ参加者数
（令和５年４月～７月）

参加者
参加延数

65歳以上 65歳未満

本
人

確定診断あり 16 16 0

疑い 0 0 0

診断未 1 1 0

年齢相応 1 1 0

不明 3 3 0

家族 34 ー ー


